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【は じめ に】居住空間に お い て 揮発性 有機化合物 による健康影響 が 問題 と な っ て い る。さ ら に 、メ チ ル メ

ル カ プ タ ン や ア ン モ ニ ア な どの 臭気 物質 に よ り不快な影響 を 与えて い る。在来、同 問題 の 研 究 が 行われ

て きた が
、

ヒ トの 排泄物 に お け る 臭 気 物 質発 生 量 ・特性 を把握す る に は 至 っ て い な い 。

　そ こ で 本研 究では、環脆制御型小型チ ェ ン バ ー
を用 い て ヒ トの 排泄物 （大便 ・小便）の 臭気 物 質発 生 量

を 定 量 的 に 明 らか に す る こ とを 日的 とする。

【実験概要】本実験 で は 排 泄 直 後 の ヒ トの 大便 と小 便を測定検 体 と した 。排泄 量 を 表
一1 に 示 す。なお 、排

泄者は 男性 （22 歳）で あ る。

【実験装置】本実験は気 積 0．020 ［m3 ］の 小型チ ェ ン バ ー

を用 い て行 っ た 。 チ ェ ン バ ー
内 の 環境条件 は、温度 ：

23 ± 1［℃ユ、相対湿度 ：50 ± 1［％］、換気回数 ：1 ± 0．1

［1／h］、 気流速度 ：0．2 〜0．3［m ／s1 に 制御 し た 。 な お 、　
o・6

チ ェ ン バ ー内に は 常時清浄空 気が供給され て お り、te ・5
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表
一1　 試験体 の 概 要
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図 一2 大便 の メ チ ル メ ル カプタ ン 発 生 量
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　　　　　　図 一1　実験装置 の 概要　　　　　　　　＿
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【測 定対象物質】本概 究で は ア ン モ ニ ア とメ チル メ ル 費 z．e

カ プ タ ン を測定対象 と し た 。

【結果 と考察】大便 の 単位重量 あた りの メ チル メ ル カプ

タ ン 発生量は 、O 〜0．51 ［μ g／（h・g）］と な っ た （図
一2）。

ま た、換気回 数 ：1 ± O．1［1／h］の チ ェ ン バ
ー

内 に よ り大

便の メ チル メ ル カ プ タ ン濃度は 0．98 〜1、84［ppml の 範囲

に あり、時間経過に伴 い 低下傾 向を示 した 。

　大便の 単位重量 あた りの ア ン モ ニ ア 発 生 量 は、0 〜

0，39［μ g／（h・g）］とな っ た。また、メチ ル メ ル カ プ タ ン の
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条件と同様に大便 の ア ン モ ニ ア濃度は 1．85 〜3．71［ppmJ 鬘o．4

となり、濃度に ばらつ きがみ られた （図
一3）。

　メ チル メル カプタ ン の 条件と同様に 小便の ア ン モ ニ ア

濃度は 0．38 〜0．61［ppm］を示 した （図
一4）。0 ［h］か ら 1［h］

で は 低下 を 示 し たが、2 ［h］後か ら上 昇を示 し た。こ れ

は、細菌に よっ て尿素 が 分解 される時に 発生する ア ンモ

ニ ア の 影響 と考え られ る。小 便 の 単位重量あた りの ア ン

モ ニ ア 発 生量 は、0〜O．　031 ［nc　91（h・rriD　］となっ た。

【ま とめ 】大便 ・小 便 の メ チル メ ル カ プ タ ン とア ン モ ニ

ア の 発生 量を定量 的 に 明 ら か に した 。
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図一4　小便の ア ン モ ニ ア 濃度
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